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現代中国の社会福れ1施設における福祉専F]職の

職務内容と処遇に関する研究
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【背景】

Illr革開放政策の進む中国の福わLサービス
'ま

,公的去助を基

本とする集lf的で均―な1,のから 市・_‐原理を取り入れた個

分1的で多様なものヽとその内容が変化してきている 例えば

公的扶助と言利活動とが変わりあ知 密着■哺 祉サービ

スの響 が行われることで、そのような提■の場をあらたな

批判幾会として捉える多様な人材の社会福祉分野
への進出が

おまりつつある しかしなから公的な福|[専門IIの育成がほ

とんど行われていないことから,福祉サービスの質の面での

地切扁在が生じている

そこで対研究では 「老年人■Jなど地域密着型の福祉ナー

ビスの倒■が先駆的に行われている中国 大連市内の社会福

祉施設を対象に,福IL専門職の職務内容と処遇の実態を憎理

者から臨き取ることにした 大道市で先駆的にサービス提01
が行われている理由として 市力に多く存在するう有企業の

退職高命者の生活を,える必要じの高まりや 同じく市内に

古くから存在する高等教育機関による専門的な人羽育成の機

会の多いこと,Vrどが考えられる

こうした「大連モデルJと もいえる状trtt,.叶
1央政府が目

指す福祉サービスの人初の均質イヒにいずれは直|・ することに

なる そこで本研究は 地方資源として育成してきた専円職

を施設運営においてどのように維持するの力、あるいは専門

性をあえて抑えることでIE広い人材を受け入れる福祉産業イヒ

の道を歩み始めるの力、■l■中国のおける福 i■専|う職の●I

像を大連市の実態を通じて検討することが日||になる

【方法】

中国国内の社会福祉施設の経営者に取材 (聴き取り)を行

った (2014年 3月 20日実施)対象施設の選定は 報告者が

特う0招聘研究員を務める「達寧対外経貿学院社会福1町究Pjf.

の協力を得た

ハ老年大■ (高師者の生涯学習をH泊|に大連市のコ哉高齢

1者綱哉が設立した教育機関)

B姜老服務中心 (日本のサ■ス付き高齢者向け住宅に相
―L)

聴き取り●¬は以ドの三( C各施設に配置の福れL専門職

の種類及び公的資格の右無 ②各専喝瓶の雇11形態及び給与

体系,0`専 F]l14の養成過程及び施設内におけるキヤリアパ

スの見込み

キ今の口中晴勢を考慮し,調査者 (報告者)う
:テーマを事

前に対象施設にビ終し, 当日は担当者 (経常イ)力
]調査者に

ヽして話をする取材 (調査ではな0つ の形式を採用した

なおこの取材は,報告者が専円社会調査士として登録する

一腱社団法人社会調査協会のli tP籾■に貝1つ て書施した

表 1 取材 輛 き取り)対象施設の概況

施設名¬: 膚[ 訳 逓
年   主

営 職員数
体

職員長多 平
'年齢層  月給

A老年

大学

1986  ● ■ 澱員 16  50歳代  1500

モ :_:迎|  ■呈l'F_=啓] ■
2002  完 全  約 1う。  30歳代  3000

年   民 営 *|=郷者  元
B養老

ll務中心

【結果】
―か所日の施設 (A著■大学 :学長´ヽの取材)で

'ま

 職員

の雇用ll系 (専11職は非常勤 事務職は常勤IEl)tr確認した

上で,特に専FttIJは非常動・・ ため勤務時間が限られることか

ら IT技術を活用したサテライト型の会場設置や上海など他

の者F・・の考年大学との連携による,利烏者
ニーズ^の対応や

IHJ員の質の向上を回る構想が明ら力

'こ

された また職員の特

徴については,池の職場 (主 として教職)の退職イ (従来は

55歳定年が多かつた)を期間雇用する,破用者ではないが大

学生 (30歳以下)を有償ボランティア (月 130■ )と して迦

えるなど,すでに一定のキャリアを有する者やイこの機間でキ

ャリア形式中の有を職員構成に加えるといつた工夫があ
つた

in・f目の施設 (Br‐老服務中心 :施設長
′ヽの取材)では

l●術分野の福祉専F鳴養成機関が大連においてきはど多くな

いという理由に |り  地元採用t7若年型凛が少ないというロ

本とは異なる状況が明ら力ヽ こなつた したがつて養成機関が

多い北京や上海からのUタ ーン「■を採用する必要があり 職

員構 h■ が必然的に高崎イll~る こと,キヤリアアップのため●

有給の01f JTの tl‐ キヤリアアップした場合の昇給方
●・の

明確化 (何 :資格給・・ 設定,や OTと しての枷 多会の実施

(週 1日)と いつたキャリアパスの充実を記労条件に盛り込

むことが安定経営において必須であることが明らうヽ
こなつた

【考漆】

日本とは異なる福|:専門職に対する起遇が取材できたが,

専門職としての社会的認煎度ま発展途上にあることから 人

材の継続||な tす という日本と共通する課題の存在が明らか

になつた また日本のEn協定のヽうな介護専円職め「養成J

や 1受け人ヤ̈ を超える より高度なレベルでの「交流 |力 ].

大連と日本との同では可能かもしれないという知見を行た

【蒋掃命】

現代■ヨで福祉専円職を提える場合 その処遇からlal犬で

は知識分野とI「術分野とに区別する必要がある 前者に産業

の発展度 Iltした人材確保が各地で |∫能であるが 後者は全

国的な偏在により 地元人材の確l■がどこでも可能とは1限ら

ない 両分野ごとの専日職化を進めるのが,それとも

“

今を

日指すのがで今後●)延遇か異なつていくことが予測される

※TIT究はf憫●療福祉大学平|125年度研究奨励企 (人
~t

会系研究費)の助成を受けて実●Lした
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